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はじめに 

 

県では，先般県議会から提言された「県出資団体等調査特別委員会」調査結果などを踏

まえ，出資団体改革の今後の対応として，改革工程表による改革の断行や，計画・実施状

況の県民への公表，県及び団体役員の責任体制の明確化など，問題を先送りしない徹底し

た改革を強力に進めていくこととした。 

一方，減損会計の導入に伴い，極めて厳しい経営状況に陥った茨城県住宅供給公社や茨

城県土地開発公社に対して，債務超過解消及び経営健全化のための財政支援の実施を決定

するなど，抜本的な対応策をとったところである。 

こうした中，平成１８年度において当委員会が審議の対象とするのは，財団法人茨城県

開発公社及び社団法人茨城県公害防止協会の２法人である。 

開発公社については，債務超過には至らなかったものの，毎期多額の経常損失を計上し，

極めて厳しい経常状況が続いていること，また，公害防止協会は，社会経済情勢が変化す

る中，公益法人として組織・事業を見直す必要があることなどを理由に対象団体に選定さ

れ，経営改善や組織・事業のあり方などについて，県から当委員会に対して意見を求めら

れたものである。 

当委員会では，開発公社に対し，平成１５年度に一度提言しているが，必ずしも経営改

善が進展していないことや提言後も財務内容の悪化が継続していることに加え，今回県議

会においても精査６団体の１つとして集中的に審議された団体であることから，過去の検

証を踏まえながら，これまで明らかにされた課題に対し抜本的な改善が図られるよう，改

めて県民の視点から厳しく検討することとした。 

また，公害防止協会については，その営む事業の公益性の有無に着目し，公益法人の共

通課題である公益法人制度改革に向けて取り組むべき事項や，自立化へ向けての具体的な

対応についても検討することとした。 

そして，当該団体や県所管課からのヒアリングを含め計４回に渡る委員会での審議及び

委員個々の検討結果を踏まえ，次のとおり意見を申し述べることとする。 

この意見書を踏まえ，地域・産業の振興や県民福祉の向上，環境の保全などが一層図ら

れるよう，２法人に対する県の強力な指導・監督等を期待する。 

 

   平成１８年１２月２６日 

 

                                  茨城県出資団体等経営改善専門委員会 

                                        委 員 長   川 又  諭 
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財団法人茨城県開発公社 

 

 

現状と課題 

 

［公社の概要］ 

財団法人茨城県開発公社（以下「開発公社」という。）は，工業基盤等の整備による

地域振興を目的として昭和３５年に設立され，その後，県民福祉の向上に係る施設の管理

運営事業を加え，現在では工業団地の開発整備などを中心とする土地開発事業や，国民宿

舎「鵜の岬」，「いこいの村涸沼」，「砂沼サンビーチ」，「ワープステーション江戸」

といった施設の管理運営を行う福祉施設事業を主な柱として行っている。 

現在，開発公社が行っている事業は，以下のとおりである。 

 

〔開発公社の事業内容〕 

事業名 開始年度 事業の内容 

土地開発事業 昭和３５

工業団地用地の取得，造成，分譲等 

・プロパー事業：約３０１ヘクタール保有（H17 年度末） 

・県委託公共事業：約５３１ヘクタール保有（同上） 

国民宿舎事業 昭和４６

県立国民宿舎「鵜の岬」の管理運営（指定管理業務等）

・指定管理業務：利用の承認，維持保全等 

・自主事業：食堂，売店の運営等 

いこいの村事業 昭和５２ いこいの村涸沼の管理運営（施設所有） 

砂沼サンビーチ事業 昭和５４ 大型レジャープールの管理運営（施設所有） 

ワープステーション江戸事業 平成１４ 歴史公園施設の管理運営(施設所有) 

日立市鵜来来の湯十王事業 平成１３ 日帰り温泉施設の管理運営（指定管理業務） 

県からの受託事業 右欄参照
伊師浜国民休養地（S52），砂沼広域公園の維持管理等

（S54），フィルムコミッション推進事業（H15） 

ビル管理事業 右欄参照
公社ビル（H11），大町ビル（S46），つくば国際貨物タ

ーミナルビル（インランド・デポ）の賃貸（H9） 

駐車場・会議室事業 右欄参照 駅南駐車場(H4)，会議室の賃貸（H11） 

常陸太田合同庁舎事業 平成１３ 庁舎の譲渡による割賦代金の受け入れ 

 

 開発公社の財務内容をみると，工業団地の分譲や福祉施設利用者の低迷等から，平成６

年度から毎年度多額の当期損失を計上している。 

なお，平成１７年度決算において減損会計を導入し，保有資産の再評価を行った結果，

公社ビルなど固定資産で約６５億円，工業団地で約２５億円の総額約９０億円の評価損な
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どが発生し，約９６億５，１００万円の当期損失を計上したが，約１５９億円あった内部

留保金を取り崩すことにより，結果として債務超過には至らなかった。 

また，平成１７年度末で約１，４５５億円（プロパー事業約３８７億円，県委託公共事

業約１，０６８億円）の長期借入残高を有しており，プロパー事業借入分の金利負担が年

平均約５億円に上るなど，厳しい経営状況が続いている。 

 

〔開発公社の決算状況（直近５年間）〕   （単位：百万円） 

年度 13 14 15 16 17 

当期損益 △472 △474 △839 △446 △9,651

 

 開発公社の組織は，茨城県土地開発公社（以下「土地公社」という。）と管理・業務部

門の統合を進めた結果，現在，常勤役員や総務課，経理課などが土地公社と併任され，２

部１局７課１室体制となっている。また，平成１８年７月現在の常勤役職員数は，役員３

人，公社採用職員１１８人，県派遣職員４人，県ＯＢ職員２人，その他１人の合計１２８

人である。 

 

［公社の課題等］ 

（前回提言に対する取り組み状況） 

開発公社に対しては，平成１５年度の当委員会において，事業ごとの課題を整理し，経

営改善に向けた提言をしたところであるが，その後の県としての対応方針に基づいた取り

組み状況について，今回改めて検証することとした。 

土地開発事業においては，集中取組期間を設定した企業誘致への重点的な取り組みや，

団地別収支の把握，経費の節減などを求めたところ，平成１５年度から１７年度までの集

中取組期間中に，分譲目標面積約４０ヘクタールに対して，オーダーメイド方式による

「つくば明野北部工業団地（引渡し予定の平成１９年度に決算処理される）」の２４．６

ヘクタールを含め，３４．３ヘクタールの分譲契約（約８６％）となった。 

また，平成１７年度には，工業団地の時価を再評価し，簿価に対して５０％以上の下落

となった団地について強制評価減を行うなど，団地ごとの正確な収支の把握に努めるとと

もに，金利負担を軽減するため借入利率の算定方式を見直し，経費の節減を図ったところ

である。 

一方，福祉施設事業においては，国民宿舎「鵜の岬」事業における県と開発公社の負担

のあり方の分析・検討や，「砂沼サンビーチ」の存廃を含めたあり方の早期結論，「ワー

プステーション江戸」の入場者の増加に向けた多様な取り組みなどを求めたところである。 

これに対し，国民宿舎「鵜の岬」は，平成１８年４月に，従来の管理委託から非公募に

よる指定管理者へと契約形態は移行したが，実質的な変更は見られなかったことから，県

と開発公社の負担のあり方が十分に分析・検討されたとは言い難い。 

また，「砂沼サンビーチ」については，当面経営改善を図りながら今も継続して運営さ
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れており，存廃を含めたあり方の結論が先送りされている。さらに，「ワープステーショ

ン江戸」については，入場者の減少に歯止めがかからず，平成１７年度から民間会社への

運営委託を取り止め，開発公社の直営とするとともに，ロケ機能を強化し，撮影現場を見

学できる施設への転換を進めることとしたが，経営改善は進んでおらず，厳しい経営状況

となっている。 

 

（県議会「県出資団体等調査特別委員会」の調査結果等） 

平成１８年９月，県議会「県出資団体等調査特別委員会」から調査結果が報告されたと

ころであるが，この中で，プロパー工業団地保有地の処分促進や，土地公社との全面的一

体化，福祉施設の経営改善及びあり方の見直しなどが提言され，開発公社としては，以下

のとおり改革工程表に基づき期限を定めて改革に取り組んでいくこととした。 

 

プロパー工業団地保有地の分譲促進については，新たな分譲目標として，開発公社第六

次基本計画（平成１８年度～２２年度）に基づき，多様な分譲手法や優遇措置を活用しな

がら，分譲・造成中の団地７団地，１０３．４ヘクタールのうち，毎年度６ヘクタールず

つ（平成１９年度はオーダーメイド方式による「つくば明野北部工業団地（２４．６ヘク

タール）」を引き渡すため，３０．６ヘクタール），平成２２年度までに５４．６ヘクタ

ールを分譲することとし，併せて，未造成工業団地については需給バランスが回復するま

で造成工事先送り措置を継続することとした。 

また，組織・事業の見直しとしては，平成２０年度の土地公社との全面的一体化（両法

人格のみ残す）に向け，組織改編など一層の効率化に努めることとしたほか，「いこいの

村涸沼」においては，平成１８年度から宿泊施設の経営にノウハウを有する職員が国民宿

舎「鵜の岬」と併せて一元的に管理するなど，経営体制の強化を図るとともに，企画商品

の開発やサービス向上のための職員の意識改革の徹底など経営改善の推進に努めることと

した。 

さらに，「砂沼サンビーチ」の存廃等については，平成１９年度を目途に他の団体への

移管や移管できない場合の廃止も含め，地元団体の意向を十分に踏まえながら検討を進め，

平成２０年度から検討結果を踏まえた対策を実施していくとし，「ワープステーション江

戸」については，ロケ事業の映像関連会社への委託や，施設の貸付・譲渡も含めた施設運

営のあり方について，地元団体の意向も踏まえながら検討を進め，平成２０年度までの経

営改善状況を詳細に分析したうえで，平成２２年度までには結論を出していくとしたとこ

ろである。 

 

（公社の経営シミュレーションの検証と危機意識の共有） 

今後５年間の開発公社の経営シミュレーションは，開発公社第六次基本計画（平成１８

年度～２２年度）において，次のとおり示されているが，これは開発公社の経営目標値で

あることから，前提条件や達成可能性等について検証することとした。 
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〔第六次基本計画の財務計画（損益計画）〕      （単位：百万円） 

年  度 18 19 20 21 22 

当期損益 △172 336 107 201 331 

土地開発部門(ﾌﾟﾛﾊﾟｰ) △384 116 △143 △71 35 

ビル管理部門 79 105 122 138 154 

福祉施設部門 91 79 90 93 99 

部
門
別
内
訳 

駐車場・会議室部門 43 36 38 41 43 

 

 土地開発部門については，プロパー工業団地７団地において，毎年度６ヘクタールの分

譲，１ヘクタールのリース契約が進むことを前提としたものであるが，時価と簿価を比較

した場合に生じる含み損益が団地ごとに差があることから，実際にどの団地が分譲される

かによって，また，売却とリース契約の割合によって，当期損益が大きく変わることも想

定される。仮に，分譲面積が目標の半分程度で，かつ含み益の少ない団地であったとした

場合，当期損益額はシミュレーションの数値以上に損失額の拡大が懸念される。 

 また，福祉施設部門については，今後施設の老朽化などに伴い新たな経費負担も見込ま

れること等を考慮すると，上記のような当期利益が確保できない場合も想定される。 

一方，開発公社は，平成１７年度末に，当期損失を処理するため，内部留保金を取り崩

したところであるが，平成５年度をピークに約３７４億円を有していた内部留保金も，取

り崩しを重ねてきた結果，現在約６３億円まで減少してきている。こうした内部留保金の

取り崩しに依存した経営姿勢については問題があり，今後も多額の当期損失が発生し続け

た場合，債務超過に陥ることさえも懸念される。 

このような状況にならないためにも，赤字経営からの早期脱却が至上命題であり，極め

て厳しい経営状況にあるとの危機意識を開発公社，県が一体となって共有し，工業団地の

着実な分譲に加え，福祉施設部門の見直しなど抜本的な対策に不退転の決意で取り組む必

要がある。 

 

（プロパー工業団地保有地の処分促進） 

経済産業省の工場立地動向調査によると，本県の工場立地面積は，平成１７年が１２８

ヘクタールで全国第３位，平成１８年上期が８６ヘクタールで全国２位と，高速道路や港

湾，つくばエクスプレスの開通などの交通インフラ整備の進展や，県・市町村税の優遇策

等の効果によって，好調な立地が続いているところである。 

しかしながら，開発公社のプロパー工業団地保有地の処分は，開発公社第五次基本計画

（平成１３年度～１７年度）の総分譲目標面積４７ヘクタール（年平均９．４ヘクタール

）に対し，１４．４ヘクタールの分譲（「つくば明野北部工業団地（２４．６ヘクタール
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）」は引渡し（決算処理）していないため除く）に留まり，年間平均分譲実績が約３ヘク

タールと大変厳しい状況にある。 

今後５年間の年間分譲目標面積６ヘクタール（平成１９年度は，「つくば明野北部工業

団地」の引渡し分２４．６ヘクタールを含め３０．６ヘクタール）は，過去５年間の年間

平均分譲実績の２倍にあたる面積となっている。この目標を達成するためには，従来どお

りの取り組みでは不十分であり，優遇制度や分譲手法，企業誘致活動などについて再度検

証し直し，新たな工夫を凝らした従前より更に効果的な分譲方策が必要となる。 

 

（福祉施設の運営課題） 

昭和４６年に開業した国民宿舎「鵜の岬」は，県が施設を所有し，開発公社が県の条例

に基づく管理委託により宿泊部門の業務を受託するとともに，宿泊部門と一体である飲食

部門は開発公社の自主事業として位置づけられ実施されてきた。このため，開発公社に入

った宿泊料金は一度県に納められ，同額が経費として開発公社に交付されるが，飲食料金

は直接開発公社の収入となってきた。新館が開業した平成９年以降これまで９年間の当期

利益は，年平均約１億５，０００万円となっている。 

「鵜の岬」事業における県と開発公社の関係については，開発公社がこれまで新館建設

費の一部寄付や備品購入など多額の負担を行っていることや，本来宿泊部門と一体である

べき収益性の高い飲食部門が分離され開発公社の自主事業となっていることなど，役割分

担において明確でない点が見受けられる。 

また，平成１８年４月から，従来の管理委託契約に替わって指定管理者制度が導入され

たが，開発公社による応分の負担により管理運営されてきたことを理由に，開発公社が非

公募による指定管理者の指定を受けたところである。 

施設利用の承認や維持保全など指定管理業務に係る経費は，指定管理者が収受する利用

料金すべてをもって充てるとされ，また，通常的に発生する施設の修繕については，指定

管理者が収受する利用料金の一部をもって指定管理者が実施し，大規模修繕の実施と費用

の負担等については，県と指定管理者協議の上決定することとされており，実質的には，

従来の管理委託契約と大きな違いは見られない。 

なお，今回の指定管理業務には飲食部門が含まれておらず，飲食部門は引き続き開発公

社の自主事業とされ，ここでの収益全てが開発公社の収入となるなど，管理運営に係る県

と開発公社の役割分担は従前のままとなっている。  

一方，開発公社の福祉施設事業をみた場合，国民宿舎「鵜の岬」の事業利益（１７年度

経常利益約１億４，２４３万円）によって，慢性的な赤字経営となっている「いこいの村

涸沼（同経常損失約８，９７０万円）」，「砂沼サンビーチ（同経常損失約１，７２０万

円）」，「ワープステーション江戸（同経常損失約６，３０９万円）」の損失分を補填し

たとしても，現状としては福祉施設全体では利益の確保がなされていない状況にある。さ

らに加えて，「鵜の岬」事業における上記のような県と開発公社の役割分担を見直した場

合，利益の確保が一層困難になることが懸念される。 



- 7 -

したがって，開発公社としては，「鵜の岬」事業に安易に頼らない福祉施設の経営体制

を確立していくことが不可欠である。 

 

 

法人のあり方等 

 

（公益法人制度改革に合わせた事業の再構築） 

現在，国において，公益法人制度改革が進められており，開発公社のような民法第３４

条に基づく財団法人については，平成２０年度から５年間で，公益財団法人あるいは一般

財団法人に移行することが求められている。 

公益法人の「公益性」は，これまで法令上の明確な規定がなく，主務官庁の自由裁量に

委ねられていると解されてきた。しかしながら，今後は，公益認定の基準が統一的かつ明

確なものとなり，公益財団法人の場合は，一般財団法人のうち希望する法人に対して，民

間有識者による委員会の意見に基づき，公益性を判断し行政庁が認定することとなる。 

開発公社においては，寄付行為で定める公益事業として，土地開発事業と福祉施設事業

を実施しているが，福祉施設事業については，税法上の収益事業に位置づけられている。

 特に，福祉施設事業の場合，「地域振興」や「本県のイメージアップ」などが公益性を

有する主な理由として主張されているところであるが，当該事業において公益性を具体的

にどのように示すことができるのか，また，開発公社が実施しなければならない必然性が

どこにあるのかなど十分検証し，本来，開発公社が担うべき公益事業はどうあるべきかに

ついて，公益法人制度改革の中で，できるだけ速やかに担うべき事業を見直し，再構築す

る必要がある。 

 

（経営責任の明確化） 

開発公社は，元々県の産業・経済の発展と地域振興に寄与することを目的に，県の全額

出捐により設立された団体であり，県は，開発公社が有する事業特性から，民間金融機関

からの借入金全額の損失補償（県の損失補償限度額１，６００億円）を行っている。 

また，平成１４年９月までは知事や副知事が非常勤理事長を兼務し，常勤役員や管理職

に県職員ＯＢや県派遣職員が就くなど，県の人的関与が非常に強い団体でもある。 

しかしながら，開発公社は，県とは独立した事業主体として，常に自立的な判断が求め

られる団体であり，平成１４年１０月から理事長の常勤化が図られたとはいえ，自己責任

による効率的な経営体制を確立することが急務となっている。 

このため，開発公社においては，県議会「出資団体等調査特別委員会」の改革工程表な

ど，団体自らが示した課題の解決や具体的な数値目標の達成に危機意識をもって取り組み，

計画期限内に確実に成果を出し，団体としての経営責任を果たしていくべきである。 

その際，民間企業の経営感覚を取り入れて役職員の意識改革の徹底を図るとともに，団

体としての裁量権や決定権をより発揮していく自立した経営姿勢が必要である。 
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また，県としても，開発公社の経営に対しては，これまで以上に指導・監督の強化を図

っていくべきである。 

 

（公社の健全経営に向けた県の配慮） 

平成１４年１０月に，「株式会社メディアパークつくば」から開発公社へ営業譲渡され

た「ワープステーション江戸」については，平成１７年度決算で約６，３０９万円の経常

損失を計上するなど，平成１４年度から毎年度赤字経営を続けている。 

当時としては，民間運営委託の効果やつくばエクスプレスの開業などにより，東京方面

からの集客が見込めるとの期待から採算性が図れる施設として，譲受の経営判断を行った

ものと考えられるが，全体的なコンセプトが中途半端な印象であったことや，経費の削減

により施設のリニューアルが困難であったことなど様々な要因が重なり合って，実際は入

場者数が予想を大きく下回り，収支上では明らかな不採算施設に陥ってしまった。 

これまで，開発公社は，県行政の補完的役割を強く担うべく，地域振興や県民福祉の向

上を目的に，県と一体となって政策的事業にも取り組んできたところであるが，現在では

その財源となっていた内部留保金を大きく取り崩さなければ，通常の経営を持続できない

ほど，財務状況が悪化している。 

県は，こうした開発公社の極めて厳しい経営状況を踏まえ，今後開発公社に対して新た

な事業の要請等を行う場合には，開発公社が実施する必要性や県と開発公社の役割分担，

事業の採算性などを十分検討し，開発公社の負担が過大にならないよう特に配慮すべきで

ある。 

 

 

早期に取り組むべき事項 

 

（土地開発部門の経営改善方策等） 

プロパー工業団地においては，分譲による処分以外にリース契約も一部の団地を対象に

実施されている。リース契約は，基本的にリース期間内の事業収入で一般管理費や借入利

息を賄えるように賃料が設定されるが，長期間にわたる借地権設定となるため，結果的に

投下資金回収の先送りとなり，借入元本の返済につながらない。 

このため，リース契約に当たっては，将来の分譲につながるような効果的な運用を図る

必要がある。 

また，プロパー工業団地保有地が抱える含み損益については，地価が下落傾向にある中，

分譲の長期化に伴って，含み損の拡大や含み益の縮小が進展することが考えられるため，

今後のプロパー工業団地保有地の分譲状況によっては，将来的に分譲代金での借入金返済

が困難となることも懸念される。 

こうしたことから，保有土地の早期分譲に向け，積極的な企業誘致活動の展開や，県税

の減免等優遇措置，都市計画法の用途地域変更による誘致対象業種の拡大や区画の細分割
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等柔軟な処分方策などに加え，企業ニーズ等に対応した新たな分譲手法として，自ら操業

する企業に限定していた工業団地の分譲先を，リース事業者やファンド等にも拡大し，当

該事業者等が土地・建物を進出企業にリースする「間接リース制度」や，全国的な企業立

地関連の情報ネットワーク等を有する民間企業などに工業団地の分譲業務を一部委託する

「外部委託制度」の導入などについても検討する必要がある。 

また，企業誘致の地域間競争が激化する中，企業に対して，優遇制度や分譲価格の引下

げなどをもって，工業団地の立地優位性を維持するには限界があるとも言われている。 

このため，企業側の視点に立って団地ごとの課題等を詳細に分析・検討し，アクセス道

路の狭隘箇所の解消や生活・就労環境の改善など団地ごとの課題解決を進める一方，つく

ばやＪ－ＰＡＲＣなど最先端の科学技術拠点や，高速道路，常陸那珂港などの広域交通ネ

ットワークとの連携強化など，幅広い視点から団地の顧客満足度を高める戦略的な取り組

みを県と一体となって進める必要がある。 

さらに，含み損を抱える未造成団地については，造成着手は原則としてオーダーメイド

方式によるなどの取扱い方針が決定されているものの，開発公社にとって重い経営負担と

ならないよう，社会経済情勢や地元等関係者の意向なども十分踏まえつつ，工業団地以外

の用途も含めた処分方針等について積極的に検討する必要がある。 

 

（福祉施設部門の経営改善方策等） 

福祉施設部門の見直しに当たっては，既述の課題等がみられることから，次のとおり取

り組むことが求められる。 

国民宿舎「鵜の岬」については，開発公社による新館建設費の寄付等の負担や，収益性

の高い飲食部門が開発公社の自主事業となっているなど，県と開発公社の役割分担が明確

でないことから，県においては，次回の指定管理者の指定時期には，募集条件の見直しを

含めて，公募により指定管理者の指定を行うなど，役割分担の明確化に向け今後十分に検

討していく必要がある。 

一方，「いこいの村涸沼」は，全国いこいの村・ハイツグループの宿泊利用率において

全国第１位を続けているにもかかわらず，保有資産の維持費等が重い負担となり，赤字経

営の厳しい状態にある。今後とも経営を継続する場合は，更なる宿泊利用率の向上に向け

た経営改善策に取り組むことは勿論のこと，地元市の理解と協力を得ながら，保有資産の

有効活用や維持負担の軽減に向けた対応策についても検討する必要がある。 

また，「砂沼サンビーチ」については，平成１９年度を目途に他の団体への移管や移管

できない場合の廃止も含め，地元団体の意向を十分に踏まえながら検討を進め，平成２０

年度から検討結果を踏まえた対策を実施していくとしているが，開発公社の厳しい経営実

態や，利用者低迷などの社会情勢の変化，老朽化に伴う施設の安全性確保などを踏まえる

と，存廃を含めた施設運営のあり方について早急に結論を出すべきである。 

さらに，「ワープステーション江戸」は，ロケ事業の映像関連会社への委託や，施設の

貸付・譲渡も含めた施設運営のあり方について，地元団体の意向も踏まえながら検討を進
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め，平成２０年度までの経営改善状況を詳細に分析したうえで，平成２２年度までには結

論を出していくとしているが，福祉施設の中でも極めて厳しい経営状況の施設であること

から，県の「メディアパークシティ整備構想」の検討結果を踏まえ，地元市等関係者との

連携の下，早期の経営改善が図られるような施設運営のあり方に見直す必要がある。 

なお，これら福祉施設の経営改善や運営のあり方見直しについては，早期の成果や結論

が求められており，問題を先送りすることがないよう，問題解決に至るまでのより具体的

な行動プロセスを明示すべきである。 

 

（組織の見直し） 

開発公社は，平成２０年度の土地公社との全面的一体化に向け，用地建設課を土地公社

の公共用地課と統合し，土地部門の一本化を図ることとしている。 

一方の土地公社も，平成１７年度決算において，約９７億２，１００万円の債務超過と

なり，補助金等による県からの財政支援を受けることとなるなど，極めて厳しい経営状態

にあり，代替地やひたちなか地区の完成土地などの保有地の処分促進については喫緊の課

題となっている。 

このため，両公社の土地部門を一本化し，相互に共通して抱える課題の克服に重点的に

当たることは重要なことであり，今後は，情報の共有化による土地の効果的な処分の検討

や，責任所在を明確にした販売推進体制の充実強化，さらに地元市町村等関係機関との連

携強化などに積極的に取り組み，経営の健全化を図っていく必要がある。 

また，組織体制については，各団体においてスリム化の傾向にあるが，開発公社におい

ては，特に事業の選別，重点化などを図って，より柔軟に見直していくことが必要である。 

なお，企業誘致等において高いノウハウを有する民間からの人材登用を図りながら，組

織を活性化させるとともに，役員ポストについても，今後の業務遂行上必要不可欠なもの

かどうかなど十分検討し，効率的な経営体制に移行していくことも重要である。 

 

（経営の効率化等） 

開発公社の役職員の給与体系は，原則として県に準拠したものとなっているが，公益法

人でありながら事業内容については企業経営的な色彩が強い団体であることなどを踏まえ，

毎年度多額の損失が発生している実質的な経営実態に合わせて，給与水準を見直すなど独

自の総人件費の削減に取り組むとともに，役職員個々の業績が適正に給与に反映されるよ

うな仕組みの導入について検討する必要がある。 

一方，経営の効率化を図るため，借入金の低利資金への借り換えなどによる金利負担の

軽減や，保有土地やビル事業の維持管理内容の見直しなど，更なる経費削減を引き続き実

施するとともに，会議室利用者のために空車スペースを確保せざるを得ない公社ビル駐車

場など収益性の低い事業用資産については，有料化等を含めた有効活用など総合的に検討

を進める必要がある。 
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社団法人茨城県公害防止協会 

 

 

現状と課題 

 

［協会の概要］ 

  社団法人茨城県公害防止協会（以下「協会」という。）は，昭和４４年，県議会に設置

された「公害対策特別委員会」から官民一体となった公害防止組織の設立の必要性につい

て指摘されたことを受け，環境保全に係わる測定分析，技術指導，普及啓蒙活動を行い県

内企業の健全な発展と県民の健康で快適な生活環境の保全に資することを目的に，昭和４

７年に任意団体「茨城県公害防止協会」として設立，発足した。 

 その後，昭和５０年９月に民間会社が基本財産である１億円を寄付したことを機に，民

法３４条に基づく社団法人として法人化され，現在は，県内の団体や企業など約８００社

が会員となっている。 

  設立以来，協会は，大気汚染・水質汚濁や土壌汚染，騒音などの測定分析・調査，公害

防止に係る講習会・研修会の開催や普及啓発のための広報活動など様々な事業を実施し，

本県の公害防止施策の推進及び県民の生活環境の保全に貢献してきた。また，平成１６年

１０月には，「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき，県知事から「茨城県地球

温暖化防止活動推進センター」の指定を受け，地球温暖化対策についての普及啓発活動に

も取り組むなど，県の環境行政を補完する役割を担っている。 

 

［協会の課題等］ 

（社会経済情勢の変化） 

  今日の環境問題は，湖沼や河川の水質汚濁や廃棄物の増加など生活に身近な問題から，

温暖化の進行などの地球規模の問題まで，広範囲にわたるとともに複雑多様化しており，

協会が設立された昭和４０年代後半と比較すると状況が大きく変化している。また，公益

法人制度を抜本的に変える公益法人制度改革関連三法が平成１８年６月に公布されるなど，

協会を取り巻く社会経済情勢は様々に変化している。 

このような社会経済情勢の変化を踏まえると，協会においても，公益法人として今日の

環境問題に適切に対応できる事業内容や組織体制への移行を進めるとともに，法人名称の

変更を含め，協会のあり方全般について本格的な見直しを実施すべき時期にあるものと考

えられる。 

 

（収支の均衡と事業のバランス） 

公益法人は，国が定めた「公益法人の設立許可及び指導監督基準（平成８年９月２０日
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閣議決定）」（以下「指導監督基準」という。）により，収入と支出が均衡していること

が求められている。 

しかしながら，協会は測定分析や環境調査などの受託事業において，公益法人として求

められている収支の均衡が図られておらず，結果として過去１１年間の平均で年間約５６，

０００千円の課税所得を計上し，平成１７年度では約４７，３３２千円の法人税等を納税

している状況である。 

また，公益法人は本来公益を目的とする事業を営む法人であることから，収益事業は法

人の健全な運営を維持するための収入確保策として実施することは可能であるものの，そ

の事業規模は２分の１以下であることを指導監督基準では求めている。 

 測定分析や環境調査などの受託事業は，協会としては「対価を伴う公益事業」であると

しているが，その事業内容をみると，当該事業が営利企業の一般的事業として営まれてい

る状況にあることや協会がこれらの事業を「競争入札制度」により受託していること，さ

らに，税法上でも「収益事業」と区分されていることなどから，基本的には「収益事業」

であると言わざるを得ない。 

このことから，収益事業による収益の一部を公益事業の財源とするなど，公益事業に活

用している事実は認められるものの，事業費ベース（平成１７年度決算）で見ると，支出

合計総額６２４，９７４千円に対して公益事業の支出額は６６，７４５千円（約１１％）

にとどまり，収益事業と公益事業のバランスが図られていない状況にある。 

 

（営利企業との競合） 

  協会の測定分析や環境調査に係る受託事業は，設立当時には同事業を実施している営利

企業は少なく公益目的として社会的に評価されていたが，現在では県内においても１０数

社の営利企業が存在していること，さらに，県からの委託事業について，競争入札制度が

採用されていることなどから，同事業は営利企業の事業として成立している事業であると

考えられる。 

指導監督基準では，「社会経済情勢の変化により，営利企業の事業と競合する事業内容

である公益法人は，新たな公益性の高い事業を付加するなどの措置を講ずること」とされ，

その措置が講じられない場合は，「公益法人の営利企業等への転換に関する指針（平成１

０年１２月４日公益法人等の指導監督等に関する関係閣僚会議幹事会申し合わせ）」に基

づき，営利企業への転換を行うこととされている。 

協会は公益法人として税制上の優遇措置を受けていることから，この事業を営むこと自

体，優遇措置のない営利企業の経営を圧迫しているとも考えられる。 

協会が現在行っているような事業をこのままの形態で継続するとするならば，公益法人

としての本来の役割を十分に果たせないのではないかとも考えられる。 
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（県関与のあり方） 

  協会の組織は，専務理事に県ＯＢ職員，その他職員として県ＯＢ職員及び現職県職員が

各事業部長職として派遣されているなど県の人的関与が強い状況にあるといえる。協会は

設立後約３０年が経過し，プロパー職員の事業推進能力はこれまで長年にわたる県内の環

境保全に係る事業への取組実績や関係機関からの信用を得ている状況などから，十分に育

成されており，県の人的関与がなくても組織として自立的な運営が可能な団体であり，県

の人的関与を見直すべきである。 

 

 

公益法人制度改革への取り組むべき事項 

 

（公益法人制度改革に向けた取組み） 

 現在の指導監督基準のもとで協会が当面公益法人としてその役割を担おうとするなら

ば，収支均衡を図るような団体運営に努めることが求められるとともに，収益事業から得

られた自主財源を有効活用し，講習会や研修会，市町村支援事業など既存の公益事業を充

実させることや他の環境保全に係る団体との連携などによる新たな公益事業に取組むこと

などが求められる。 

県は，環境に係る諸施策を実施しており，特に茨城県霞ヶ浦環境科学センターにおいて

は調査研究・技術開発に積極的に取り組んでいるところである。県の実施しているこのよ

うな事業は，まさに協会が長年にわたり関わってきた環境保全の分野での調査・研究にほ

かならず，協会は収益事業から得られた利益の一部を協会独自の公益事業に充当するだけ

でなく，協会の事業と環境というキーワードで強い関係を有するこれらの県の事業に対し

て，積極的に協力していくなど，県環境行政に資する取り組みも検討すべきである。 

一方，公益法人制度改革は，平成２０年度に関係法律が施行され，その後５年間で新し

い制度に移行される予定であり，現行の財団法人・社団法人も存続したい場合には，当該

法律に定められた基準を充たすことや申請手続きを行うことなどが必要となる。 

  新公益法人制度では，登記することのみで設立できる「一般社団法人・一般財団法人」

と，事業内容などの公益性の認定を受けることにより，従来の公益法人と同様の取扱い

（税制上の優遇措置など）となる「公益社団法人・公益財団法人」に区分される。 

協会が，後者の「公益社団法人」を選択する場合は，公益性の認定を受ける必要がある

が，その認定基準の一つに，「公益目的事業比率（法人全体事業費に占める不特定多数の

者の利益の増進に寄与する事業費の比率）が５０／１００以上となるように公益目的事業

を行わなければならない。（公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第１５

条）」とあり，その基準を充たす必要がある。 

なお，協会の事業については，収益事業とされる事業の中に，公益事業も存在するので

はないかという意見もあるが，いずれにしても公益事業と収益事業のバランスが大きな課
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題となる。 

そのため，現在の事業体系を維持したままでは協会の公益認定は相当厳しくなるものと

予想され，それへの対応が求められる。 

一方，「一般社団法人」を選択する場合は，事業内容の公益性等は問われることはない

ものの，これまでの公益法人としての財産について，その一部は公益目的事業に使用する

よう使途が制限され，存続する法人が管理経費などとしてそのまま使用することができな

くなる。さらに，従来の公益法人としての税制上の優遇措置も受けられなくなることなど，

事業内容や財務面での見直しが必要になる。 

 

 

法人の自立化への対応 

 

（県関与のあり方） 

県が環境行政の目的遂行にあたって協会との連携を図ることは大変重要であるが，団体

の自立的で責任ある経営体制の確立という観点から，県関係職員の派遣の必要性を検証し，

早期に縮減する必要がある。 

今後県は，公益事業関係での連携や協会と他の環境関係団体との調整役としての役割な

ど，限定的に関与し，協会の自立化を進めるべきである。 

 

（組織・事業の見直し） 

税法上の収益事業の比率が高く，指導監督基準上の課題が生じている協会にとっては，

引き続き従来からの公益法人としての役割を担う「公益社団法人」へ移行するのか，それ

以外の「一般社団法人」へ移行するのか，あるいは営利企業へと転換していくのかについ

てその判断が求められる公益法人制度改革への対応は，今後の法人のあり方を決定付ける

最重要課題である。 

このようなことから，法人としての社会的役割や存在意義，事業内容についての公益性

の有無等の分析・検証，さらには法人形態別の収支見込みなど，あらゆる角度からの検証

を行い，会員の同意を得て，新たな法人の姿について早急に方向づけしていくことが必要

である。 

現在，協会が設置している「業務改善検討委員会」の組織及び検討内容を拡充し，外部

の専門家を新たに構成員に加えるなどして，今日の社会経済情勢の変化に適合した組織や

事業内容及び法人名称となるよう早急な見直しへの取組みが求められる。 
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おわりに 

 

 開発公社は，工業団地開発を積極的に推進し企業誘致を進めるとともに，鵜の岬などの

福祉施設事業を展開し，地域振興の先導的役割を担ってきた。しかしながら，社会経済情

勢の変化により保有土地の処分が進まないなど，極めて厳しい経営状況が続く中，改善に

向けた抜本的な見直し・取り組みが進んでいない。 

 公害防止協会は，本県環境行政に大きく貢献してきたところであるが，設立後３０年の

歳月は，公害に対する企業の取り組みや社会環境を大きく変貌させ，当初公益性が高いと

された事業が，いつの間にか民間企業と競合する状況となってきているにもかかわらず，

従前の組織・事業体制のまま今日に至っている。 

 このように，当該出資団体には，民間企業では当然に行われている，団体としての自立

的な事業展開や社会の変化を読んで柔軟に経営方針を変換させていくというダイナミック

さが見られない。 

 特に，開発公社については，当委員会として２度目の提言となることから，県及び団体

においては，経営改善が進んでいないといった厳しい事態を重く受け止め，問題を先送り

しない早急な取り組みを強く求めたい。 

 また，県財政の悪化に伴い，県の補助金や委託事業の削減が進み，行政補完的な県出資

団体の財務内容は厳しくなる。このような出資団体を取り巻く環境の変化は，今までのよ

うな行政追随型の団体運営では生き残れない状況に陥るおそれがあるため，県においては，

団体が経営責任を意識した自己責任による自立的な経営を推進できるように指導すべきで

ある。 

 今回の審議では，こうした団体の経営責任のあり方と並んで，前年度の決算が次年度の

予算に反映されず，また経営改善の努力があまりみられないような予算書が承認されてし

まう経営体制に根本的な問題があるのではないかとの厳しい意見があり，県による指導等

も含めて，厳格な経営のチェック体制の構築が求められる。 

 一方，新たな公益法人制度改革が大きな流れとして本格的に動き出したところであるが，

今後新たな法制度の下，全ての団体において公益法人としての存在意義が厳しく問われる

ことになる。 

県においては，県民が出資団体に何を求めているのか，出資団体が県民のために何をな

すべきかを常に考えて行動することが重要である。抜本的な改革が早急に進むよう，常に

団体の存在意義等を検証し，団体と一体になって組織改革や事業へのたゆまない改善に取

り組み，もって県民サービスの一層の向上に寄与されるよう期待する。 
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委員会の開催経過

第１回 平成１８年１０月３日（火）

・対象法人ヒアリング

・経営改善策等の協議

・対象法人の現状と課題について

第２回 平成１８年１１月１日（水）

・対象法人所管課ヒアリング

・経営改善策等の協議

・意見書骨子について

第３回 平成１８年１１月３０日（木）

・経営改善策等の協議

・意見書素案について

第４回 平成１８年１２月１４日（木）

・経営改善策等の協議

・意見書のとりまとめ
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対象出資団体の概要

財団法人茨城県開発公社の概要 １８

社団法人茨城県公害防止協会の概要 ２４
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財団法人茨城県開発公社の概要 
 

１．出資団体の概要 

 

① 団体の名称 財団法人 茨城県開発公社 

② 所 在 地 水戸市笠原町９７８番２５号 

③ 設立年月日 昭和３５年３月２８日 

④ 代 表 者 名 理事長 石川 哲夫 

⑤ 基 本 財 産 ９０，０００千円 

⑥ 設 立 根 拠 民法第３４条 

⑦ 設 立 目 的 

    ・ 経 緯 

 県の長期計画に基づき，自然資源の有効な利用を図り，工業基盤等の開

発整備による地域振興事業を推進するとともに，県民福祉に係る施設等の

設置及び運営を行い，豊かな地域社会の実現に寄与する。 

 

⑧ 資 産 状 況 
(平成 18 年３月末現

在) 

 

 

                           （単位：千円） 

 金   額 摘    要 

流 動 資 産 

固 定 資 産 

投 資 等 

142,706,885 

9,970,145 

22,653,820 

開発未成工事支出金等 

土地，建物等 

 

資 産 合 計 175,330,850  

流 動 負 債 

固 定 負 債 

2,603,459 

166,365,830 

未払金，未払費用等 

長期借入金等 

負 債 合 計 168,969,289  

差引正味財産  6,361,561  
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２．平成１７年度事業実績 

 

 ① 事業内容 

  ア 土地開発事業 

   ・プロパー事業 

     用地取得：鉾田西部工業団地（０．３ha ０．２億円）    （１５．７億円） 

     団地造成：つくば明野北部工業団地等（１５．５億円）             

     団地処分：東筑波新治工業団地（１．５ha）     

筑波南奥原工業団地（１．３ha）    （４．７ha １３．２億円） 

つくば下妻第二工業団地（１．９ha）  

     団地賃貸：南中郷工業団地及び東筑波新治工業団地  （２．８ha ０．２億円） 

   ・公共事業 

     用地取得：（仮称）空港テクノパーク（３．９ha）        

     団地造成：茨城中央工業団地，北浦複合団地及び       （２６．５億円） 

（仮称）空港テクノパーク 

     団地処分：宮の郷工業団地（０．３ha）      （２．８ha １１．３億円） 

岩井幸田工業団地（２．５ha）  

（その他の処分等：①茨城中央工業団地の公共施設用地への売却等０．２億円， 

②筑波研究学園都市工業団地の残金及び団地間調整分の償還金等０．１億円） 

     団地賃貸：無し 

  イ ビル管理事業 

   ・ 開発公社ビルについては，オフィス施設２１団体，サービス施設１３店舗，計３４

団体等が入居（テナント入居率 ９０．２％） 

     大町ビルについては，茨城社会保険事務局へ賃貸 

     （両ビルの賃貸料収入 ４８０，３１６千円） 

   ・ インランド・デポ事業として，つくば国際貨物ターミナル㈱へ賃貸 

     （賃貸料収入 ９７，０９８千円） 

  ウ 福祉施設事業 
   〔利用状況〕 

営業日数 利用者数 
施設名 

客室数：定員 宿 泊 その他 
売上額 

宿泊定員
利用率 

358 日 185,855 人 国民宿舎 
「鵜の岬」 58 室：204 人 72,404 人 113,451 人

1,259,059 千円 99.1％

360 日 92,718 人 いこいの村
涸沼 33 室：151 人 31,655 人 61,063 人

508,314 千円 58.2％

47 日 125,947 人 
砂沼ｻﾝﾋﾞｰﾁ 

  
107,261 千円  

316 日 65,748 人 ﾜｰﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ 
江戸  ロケ日数 136 日 

110,976 千円  

   〔受託事業〕 
受託事業 受託額 受託内容 

伊師浜国民休養地管理 20,128 千円 休養地内及び施設設備の維持管理 

砂沼広域公園管理 37,860 千円
公園内及び施設設備の維持管理，植栽管
理，施設使用料の料金徴収等 

日立市鵜来来の湯十王管理 279,480 千円 温泉保養施設の管理運営 
ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ推進事業 22,571 千円 撮影支援及びロケーション誘致等 

 

  エ 駐車場・会議室事業 

    水戸駅南駐車場及び開発公社ビル等の駐車場，会議室の維持管理 

    （賃貸料収入 ７０，０８６千円） 

  オ 常陸太田合同庁舎事業 

    常陸太田合同庁舎を県に２５年間の割賦により譲渡 

    （譲渡代金   ２，６７７，８８４千円） 

    （５年目償還金   １０７，１１４千円） 
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 ② 収支状況                              (単位：千円) 

 

 金  額 摘    要 

財 産 等 収 入 

事 業 収 入 

会 費 収 入 

補 助 金 収 入 

そ の 他 収 入 

－

５，７２２，８３５

－

３０，４１７

６４，２３７

 

売上，受託料収入，賃貸料収入 

 

茨城の産業イメージアップ事業 

繰入収入，預金利子，雑収入等 

収 入 合 計  ５，８１７，４８９  

事 業 費 

管 理 費 

補 助 金 支 出 

そ の 他 の 支 出 

 ４，８８２，０５１

９５７，０５５

３３，１０９

５８４，１１４

業務費等 

管理費，支払利息 

茨城の産業イメージアップ事業 

固定資産諸経費等 

支 出 合 計  ６，４５６，３２９  

特 別 損 失 △９，０１２，３９９
固定資産減損損失，販売用不動産評価

損失 

法 人 税 等 ２７６  

収 支 差 額 △９，６５１，５１５  

当期未処分損益累計 △９，６５１，５１５  

  

（損失処理） 

積立金取崩 ９，６５１，５１５ 特別事業積立金，事業運営積立金 

次期繰越損益 ０  

 

③ 補助金等の受入状況 

 

 金  額 摘    要 

出 資 金 －  

補 助 金 ３０，４１７ 茨城の産業イメージアップ事業 

委 託 金 ５８２，０７６

日本自動車研究所移転先用地造成 

企業誘致エキスパート設置事業 

伊師浜国民休養地管理 

砂沼広域公園管理 

日立市鵜来来の湯十王管理 

フィルムコミッション推進事業 

貸 付 金 －  

損 失 補 償 限 度 額 
(平成１７年度末現在) 

１６０，０００，０００  
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３．平成１８年度事業計画 

 

 ① 事業内容 

  ア 土地開発事業 

   ・プロパー事業 

     用地取得：鉾田西部工業団地      （０．２ha）      （１．７億円）

     団地造成：つくば明野北部工業団地 

     団地処分：つくば関城工業団地など６団地（７．２ha １６．９億円） 

     団地賃貸：東筑波新治工業団地など２団地（３．８ha  ２．２億円） 

   ・公共事業 

     用地取得：茨城中央工業団地など２団地 （０．６ha）     （６６．６億円）

     団地造成：北浦複合団地など３団地 

     団地処分：岩井幸田工業団地など５団地 （１６．１ha ６４．０億円） 

 

  イ ビル管理事業 

   ・ 開発公社ビル及び大町ビルの適正な管理運営に努め，空室のある開発公社ビルについ

ては，入居率１００％を目指し積極的な入居者勧誘を進める。 

・ インランド・デポ事業については，賃貸主として建物等の適正な管理運営に努める。

 

  ウ 福祉施設事業    

営業日数 利用者数 
施設名 

客室数：定員 宿 泊 その他 
売上額 

358 日 184,500 人 国 民 宿 舎 

「鵜の岬」 58 室：204 人 72,100 人 112,400 人
1,315,344 千円  

360 日 128,600 人 いこいの村

涸沼 33 室：151 人 35,300 人 93,300 人
621,865 千円  

48 日 150,000 人 
砂沼ｻﾝﾋﾞｰﾁ 

  
138,868 千円  

314 日 80,000 人 ﾜｰﾌﾟｽﾃｰｼｮﾝ 

江戸  ロケ日数 150 日 
 104,897 千円  

   〔受託事業〕 

・  県からの受託事業として，伊師浜国民休養地及び砂沼広域公園の管理業務並びにワ

ープステーション江戸におけるフィルムコミッション事業（ロケ業務）を引き続き実

施する。 

・  日立市からの受託事業として，日立市鵜来来の湯十王の適正な管理運営に努める。

 

  エ 駐車場・会議室事業 

    水戸駅南駐車場並びに開発公社ビル等の駐車場及び会議室の適正な維持管理に努める。

 

  オ 常陸太田合同庁舎事業 

常陸太田合同庁舎の譲渡代金について，２５年間の割賦により償還を受ける。 
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 ② 収支計画                              (単位：千円) 

 

 金  額 摘    要 

財 産 等 収 入 

事 業 収 入 

会 費 収 入 

補 助 金 収 入 

そ の 他 収 入 

－

１０，４７６，５３２

－

３０，６２５

６０，４８９

 

売上高，受託料収入 

 

茨城の産業イメージアップ事業 

預金利子等 

収 入 合 計 １０，５６７，６４６  

事 業 費 

管 理 費 

補 助 金 支 出 

そ の 他 の 支 出 

９，３４１，０２１

９４３，５１７

３３，３３３

４２１，３８８

売上原価，業務費，受託料支出 

管理費，支払利息 

茨城の産業イメージアップ事業 

固定資産諸経費等 

支 出 合 計 １０，７３９，２５９  

法 人 税 等 ２８０  

収 支 差 額 △１７１，８９３  

当期未処分損益累計 △１７１，８９３  

  

 ③ 補助金等の受入予定                        (単位：千円) 

 

 金  額 摘    要 

出 資 金 －  

補 助 金 ３０，６２５ 茨城の産業イメージアップ事業 

委 託 金 ３５８，６２６

企業誘致エキスパート設置事業 

伊師浜国民休養地管理 

砂沼広域公園管理 

日立市鵜来来の湯十王管理 

フィルムコミッション推進事業 

貸 付 金 －  
 

 



平成18年7月1日現在

総務課 国民宿舎「鵜の岬」

4人(1) 59人(5)

総務部 企画課 いこいの村涸沼

1人 3人 36人(2)

経理課 砂沼広域公園管理事務所

1人 2人 1人 2人 4人 3人(2)

ビル管理室 日立市鵜来来の湯十王

8人 2人 7人(3)

施設管理局 福祉施設課 ワープステーション江戸

2人 1人 4人(1) 3人(2)

企業誘致課 東京事務所

企業誘致部 5人(1) 8人(6)

1人 用地建設課

5人

13人 公共用地課

  ※（ ) 内数：嘱託及び臨時職員

  ※副理事長：１人は非常勤

  ※理事，監事，評議員：全て非常勤

　※公共用地課：土地開発公社職員（併任）

理事

財団法人茨城県開発公社組織図

理
事
会

理
事
長

副
理
事
長

常
務
理
事

執
行
役
員

評議員

監事

評
議
員
会
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社団法人茨城県公害防止協会の概要

１．援助法人の概要

① 団体の名称 社団法人茨城県公害防止協会

② 所 在 地 水戸市元吉田町１７３６－２０

③ 設立年月日 昭和５０年１０月１日

④ 代 表 者 名 会長 渋谷 勲

⑤ 基 本 財 産 ・ 資 本 金 基本財産 １億円

⑥ 設 立 根 拠 民法第３４条

⑦ 設立目的・ 昭和４５年いわゆる公害国会において公害関係諸法令が改正制定され、公
経緯 害防止推進の方向が明らかにされた。

国会に先立って昭和４４年８月、県議会においては「公害対策特別委員
会」を設置、１０回わたる委員会および７回にわたる県内外の実態調査を行
い、「公害防止に関する調査報告書」を昭和４５年６月に議会に報告。１２
項目にわたる意見の中の１つに、官民一体となった公害防止組織の設立の必
要性について指摘がなされた。

公害防止協会はこの時の調査報告書の提言を具体化するとして、昭和４７
年３月任意団体として設立、発足した。

（設立発起人「茨城県商工会議所連合会長 三宅 亮一氏」）
昭和５０年常陽銀行が基本財産１億円を協会に寄付、これによって社団法

人として民法第３４条の認可を受けて設立し、現在に至っている。

設立の目的～定款第３条
この法人は、公害防止思想の啓発並びに公害に関する調査研究、技術開発

及び指導を行うことにより公害を防止し、企業の健全な発展と県民の健康で
快適な生活環境の保全に資することを目的とする。

⑧ 資産状況 （単位：千円）
１８年３月末現在

金 額 摘 要

流動資産 ６６５,７２６ 現金，預金，未収金等
固定資産 ５８４,３９７ 有形固定資産、出資金等
投資等 －

資産合計 １,２５０,１２３

流動負債 ７０,０７２ 未払金、未払法人税等
固定負債 ２４１,５７６ 退職給与、施設整備引当金

負債合計 ３１１,６４８

正味財産 ９３８,４７５
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２．平成１７年度事業実績
（１）事業内容

・統合効果を最大限に活かし、効率的・合理的業務運営を図り、経営の健全性の確保に努める。
・環境保全に貢献できる新しい業務分野及び顧客の開拓を図る。
・会員の要求・要望に迅速に応えることのできる業務体制の確立を図る。
・「茨城県地球温暖化防止活動推進センター」事業として、地球温暖化防止活動促進のため広報研

修事業等を実施する。
上記４項目を基本目標として、以下の事業を実施した

ァ．環境総合コンサルタント事業
①測定分析受託事業 ○工場、事業場、国・公立の機関及び地方公共団体からの排ガス・排水・

廃棄物・騒音・振動・臭気の測定分析受託

２１７件 ○大気汚染の常時監視観測、航空機騒音の監視観測、公共用水域及び地下

２７０，３６１千円 水の監視観測

○大気環境測定車みどり号を使用して自動車排ガス測定受託

②調査受託事業 ○環境モニタリング調査として自動車競技施設、常陸那珂港・鹿島港関連

環境、下水道事務所有害物質等調査、最終処分場環境・施設モニタリン

３１件 グ調査の受託

１７７，４２０千円 ○廃棄物処理施設の設置等に係る生活環境影響調査受託

○その他の調査として大気環境及び自動車騒音実態調査、化学物質水質実

態調査、霞ヶ浦流入河川流域負荷量実態調査、霞ヶ浦用水農業水利事業

関連調査、牛久沼流域事業所排水負荷等実態調査、土壌汚染調査、特定

化学物質排出量届出とりまとめ業務、植物・水生生物・トンボ等の自然

環境調査、アスベスト分析調査等受託

ィ．広報等環境情報提供事業
①広報誌の発行 ○機関誌「公害防止協会だより」を６回発行・配布した

②環境情報提供 ○事業所等へインターネットホームページにより環境情報の提供を行った

③会員名簿の発行 ○平成１７年９月１日現在の会員名簿を作成し配布した

ゥ．環境学習推進事業

①環境行事・環境活動等へ ○茨城県等が主催する行事に協賛・後援すると共に参加・出展した

の参加 ・環境月間等の行事（清掃活動）

・霞ヶ浦環境科学センター夏まつり２００５

・茨城県環境フェア（つくばエキスプレスみらい平駅周辺）

○市町村が主催する環境展に協賛・後援すると共に参加・出展した

・ひたち環境フェア２００５（日立シビックセンター）

・水戸市環境展（水戸京成百貨店）

・東海村環境フォーラム（東海村文化センター）

○環境学習会等に講師として参加・協力した

・ひぬま流域河川環境調査隊事業

・東海村水辺の環境学習

・下妻市水生生物観察会

②茨城県エコ・カレッジ ○１３名の参加を得て６月３０日開講式と２月２日の閉講式を含めて８回開

（職域コース）の実施 催した

③環境問題教養講座 ○エコ・カレッジのカリキュラムの一部（講義）を環境問題教養講座とし

て、企業・行政関係者等に開放した

ェ．環境管理・環境技術支援事業

①環境マネジメントシステ ○環境マネジメントシステムの構築を支援するため、事業所に対し随時、資

ム支援事業 料・情報の提供やアドバイス等を行った

②環境技術支援事業 ○県の委託を受け「地球にやさしい技術支援事業」として、省エネルギー、

省資源、水質汚濁、大気汚染等の課題を抱える事業所の調査分析を行い、

解決策を提案して事業所の環境対策を支援した

４事業所 公害防止２件、省エネルギー２件
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ォ．講習・研修事業
①公害防止管理者（水質） ○公害防止管理者等国家試験の重点講義（水質）を実施した

国家試験準備講習会 於：茨城県産業会館研修室 参加者 ２８名

②地区別環境保全推進担当 ○会員事業所を対象に茨城県鍍金工業組合及び総和町工業会の協力を得て

者研修会 「茨城県生活環境の保全等に関する条例の施行」

「大気汚染防止法の一部を改正する法律（ＶＯＣ規制）」について

県内４地区で実施した 参加者 ３７０名

③環境活動の事例発表会 ○企業における環境活動の事例発表会及びパネルディスカッションの開催

於：茨城県産業会館大会議室 参加者 １００名

④環境保全推進担当者研修 ○会員事業所を対象にアスベストに関しての研修会を実施した

会 於：ホテルレイクビュー水戸 参加者 １２２名

⑤中小企業振興公社事業の ○茨城県中小企業振興公社が実施した下記講習会を後援した

支援 「環境管理・監査制度対応講習会」

「容器包装リサイクル法対応講習会」

「廃棄物処理法対応・建設リサイクル法対応講習会」

ヵ．茨城県地球温暖化防止活動推進センター事業
①地球温暖化防止活動推進 ○地球温暖化防止活動推進員に対する研修を実施するにあたり、当企画委員

員等研修事業企画委員会 会を４回開催して検討した

②地球温暖化防止活動推進 ○地球温暖化防止活動推進員に対する研修を５回実施した

員等研修事業

③普及啓発・広報事業 ○１２月の「地球温暖化防止推進月間」に市民向け啓発事業として地球温暖

化防止市民講座を開催した

「地球温暖化の現状とその影響」
「グリーン購入～私たちにできること」

於：日立シビックセンター 参加者 ７４名

於：茨城県県南生涯学習センター 参加者 ８４名

④支援事業 ○市町村事業の活動支援や環境保全茨城県民会議との事業共催等、関係団体

との連携を図った

⑤情報提供事業 ○キャンペーンやイベントのチラシ、パンフレット等を配布しＰＲ・啓発活

動を行った

⑥その他関連事業 ○国・全国地球温暖化防止センター・各都道府県地球温暖化防止活動推進セ

ンターと連携を密にし、会議等において情報収集・情報交換を行った

第１回関東地域エネルギー・温暖化対策推進会議 さいたま市

都道府県温暖化センター連絡会第４回総会 長野県

第２回関東地域エネルギー・温暖化対策推進会議 さいたま市

都道府県温暖化センター連絡会臨時総会 東京都港区

関東地区ブロック会議 さいたま市

キ．その他
①公益信託へ寄付 ○公益信託「エコーいばらき環境保全基金」へ寄付

創立３０周年記念事業の一環として、茨城県の環境保全や調査、普及啓発

活動を支援するため上記基金へ１００万円の寄付金を贈呈した
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（２）平成１７年度収支状況
（単位：千円）

金 額 摘 要

事業収入 ６２６，６０１
事業外収入 ４８，３７５

雑収入 ６，０３３
各種引当金戻入 ３，４７８
出向者負担金収入 ５，２９５
補助金収入 ３，４６２
寄付金 ３０，０００
その他 １０７

収 入 合 計 ６７４，９７６

事業費 ３６４，５０４
管理費 １４４，７６９
諸支出 ４６，５４０
繰入金支出 ６９，１６１

支 出 合 計 ６２４，９７４

法 人 税 等 ３０，５８３

収 支 差 額 １９，４１９

当期未処分損益累積 ２９，４７５

（３）補助金等の受入状況
（単位：千円）

金 額 摘 要

県等からの出資金 －

県等からの補助金 ３，４６２ 公益事業を推進するための費用の補助

県等からの委託金 ２１７，８９５ 公共用水域水質調査業務他５９件

県等からの貸付金 －

損 失 補 償 限 度 額 －
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３．平成１８年度事業計画
（１）事業内容

・事務の改善と業務の効率化を図り、健全な経営の確保に努める。
・環境保全に貢献できる新たな業務分野の研究開発を図る。
・会員や顧客の要望に応じた質の高いサービスを提供できる体制の確立を図る。
・地球温暖化防止活動を推進するため、普及・啓発、研修事業の充実を図る。
上記４項目を基本目標として、以下の事業を実施する。

ア．環境コンサルタント事業
①測定分析事業の受託 ○工場・事業場、国・公立の機関及び地方公共団体が行う排ガス・排水・

廃棄物・騒音・振動・臭気・土壌等の測定分析

○大気汚染、航空機騒音、公共用水域及び地下水の監視・観測

○自動車排ガスに係る大気汚染物質の測定

②環境調査事業の受託 ○環境モニタリング調査

○廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査等

○その他大気、騒音・振動、土壌汚染、富栄養化関連調査等

イ．広報等環境情報提供事業
①広報誌の発行 ○「公害防止協会だより」を６回発行して配布する

行政ニュース、環境情報、法令等改正の情報、環境保全に向けての事業

者・市町村・団体等の取り組み内容を中心に編集する

②環境情報の提供 ○協会ホームページを通して環境に関する最新の情報を提供するととも

に、各種研修・講習会・セミナーの案内等を行う

③環境関連図書資料等の配 ○茨城県刊行の環境白書、条例・規程集等の図書・資料を配付する

布
④会員名簿の発行 ○平成１８年９月１日現在の会員名簿を発行し、会員に配布する

ウ．環境学習事業
①環境行事・環境保全活動 ○茨城県、市町村及び環境保全団体等が実施する環境行事・環境保全活動

への参加 に参加、協力する

②茨城県エコ・カレッジ ○対象者 事業所の環境担当者 定員４０名

（職域コース）の開催 実施時期 平成１８年６月～平成１９年２月 ６回

③環境問題教養講座 ○エコ・カレッジ（職域コース）のカリキュラムの一部（講義）をエコ・

カレッジ修了者等企業関係者、行政機関の職員、環境関係団体等を対象

に、公開講座として提供する

エ．環境管理・環境技術支援事業
①環境マネジメントシステ ○事業所を対象に環境マネジメントシステムの構築を支援するため、情報

ム支援事業 の提供やアドバイスを行う

②地球にやさしい技術支援 ○省エネルギー、省資源、緑化、大気汚染、水質汚濁等の課題を抱える事

事業 業所の調査・分析を行い、解決する方策を提案し、事業所の環境対策を

支援する

オ．講習・研修事業
①国家試験受験準備講習会 ○公害防止管理者国家試験受験準備講習会

実施時期 ７月（水質部門について開催）

②地区別環境保全推進担当 ○事業所の公害防止管理者等環境保全に従事する者を対象に県内を４ブロ

者研修会 ックに分けて開催する

実施時期 平成１８年１０～１１月

研修内容 産業廃棄物対策、化学物質対策等を中心とした最新の国

及び県の環境情報並びに法令等改正内容について

③その他 ○その他環境問題をテーマに講習会、研修会を開催する
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ヵ．茨城県地球温暖化防止活動推進センターの運営
①地球温暖化防止活動推進 ○「推進員」に対し、温暖化対策に関する基礎知識、普及啓発技術向上等

員研修事業 の研修を行う 実施時期 平成１８年６月～１１月 ９回実施予定

○研修事業を効果的に実施するために、「研修事業企画委員会」を開催し

て、研修内容・方法等の検討を行う

②普及啓発・広報事業 ○「省エネキャンペーン」の実施

夏の「クールビズ」、冬の「ウォームビズ」と併せて実施する

○「地球温暖化防止環境フォーラム」の開催

１２月の地球温暖化防止推進月間に開催し、県民の温暖化防止活動への

取り組みと意識の高揚を図る （講演会とパネルディスカッション）

○「環境にやさしい料理教室」の開催

買い物、料理方法，片づけ等料理を通して、省エネやごみ減量化等身近

な環境問題を考え実践を促す 会場：水戸、土浦

○「温暖化防止広報誌」の発行

地球温暖化防止に関する対策や最新の情報、企業や地域、民間団体等の

取り組み、推進員の活動等を内容とする広報誌を年２回発行する

③支援事業 ○地球温暖化防止活動推進員の活動支援

推進員が開催する交流会や講演会等に要する経費の補助を行うと共に、

会議・研修・交流のための「交流スペース」を整備する

○地球温暖化対策地域協議会設立の支援

地域に密着した温暖化対策を講ずる組織である地域協議会の設立を支援

するため、マニュアルの作成、コーディネーターの選定・派遣等を行う

○市町村や諸団体との連携や交流を深めると共に資料・情報の提供を行う

④情報提供事業 ○チラシ、パンフレット等の配布、ホームページの活用、貸出用図書の整

備等を行う

⑤その他 ○国・県・全国センター及び各都道府県センターとの連携を図り、温暖化

防止活動の推進に努める
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（２）平成１８年度収支計画
（単位：千円）

金 額 摘 要

事業収入 ５８６，３４０
事業外収入 ６３，５８６

雑収入 １，０００
各種引当金戻入 ２１，５５４
出向者負担金収入 ５，５００
補助金収入 ３，４１０
寄付金 ３２，０００
その他 １２２

収 入 合 計 ６４９，９２６

事業費 ３８９，９４０
管理費 １４９，５５０
諸支出 ４３，５００
繰入金支出 ５１，６８０
予備費 １７，０００

支 出 合 計 ６５１，６７０

法 人 税 等 －

収 支 差 額 －１，７４４

当期未処分損益累積 ２７，７３１

（３）補助金等の受入予定
（単位：千円）

金 額 摘 要

県等からの出資金 －

県等からの補助金 ３，４１０ 公益事業を推進するための費用の補助

県等からの委託金 １９５，０００ 公共用水域水質調査業務他

県等からの貸付金 －

損 失 補 償 限 度 額 －
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社団法人茨城県公害防止協会組織図

平成１８年７月１日現在

総務部 総務管理課
３人 ４人 （他に嘱託１人）

調査企画課
６人

理事会 ２７人

（会長・副会長・専務理事を含む） 環境事業部 調査業務課
４人 ７人 （他に嘱託２人）

会 長 副会長 専務理事
１人 ４人 １人 分析課
非常勤 非常勤 １３人 （他に嘱託３人）

公益事業部
３人 （兼務１人を含む）

茨城県地球温暖化防止活動推進センター
（地球温暖化対策の推進に関する法律第１１条に基づく指定）

茨城県地球温暖化防止活動推進センター組織
（全て兼務）

センター長 事務局長 事務局次長 課 長 係 長 事務局員
（１） （１） （１） （１） （１） （１）
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